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データロガー、アンプ、センサー、ソフト、計測、試験機他

保水性試験システムＪｒＨＭ１６１６ （株）濱田電機
営業所 〒203-0013 東京都東久留米市新川町2-4-5

メモリーマンション１Ｆ

ＴＥＬ： 042(473)4041

ＦＡＸ： 042(472)0089

概要．

本試験機は、２連圧力制御型保水性試験を行う事が出来ます。

２試験独立計測ですので任意な時間に試験が自由な条件で遂行出来ます。

圧力制御は、マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６及びノートＰＣで自由な制御が出来ます。

１．電源電圧： ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０ＨＺ

２．温度範囲： ０～４０℃

３．湿度範囲： ８５％ＲＨ以下

４．雰囲気 ： 腐食性ガス等を含まぬ、１気圧の大気中

５．消費電力： １００ＶＡ以下

Ａ－ＰＡＳ－ＳＫＳ
ＨＭ１６１６Ｔ－ＤＡ２

Ａ電子天秤

Ａ空気圧計

Ａﾃﾝｼｵ圧計

Ａ間隙圧計

Ａ保水性試験機

Ｂ－ＰＡＳ－ＳＫＳ

Ｂ電子天秤

Ｂ空気圧計

Ｂﾃﾝｼｵ圧計

Ｂ間隙圧計

Ｂ保水性試験機
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構成．出力規格及び接続方法

１．システム ：ＩＮＰＵＴの出力電圧、入力電圧

出力電圧；ＣＨ１～８ ±１．０Ｖ

入力電圧；ＣＨ１～８ 差動入力 ±５ｍＶ～±５Ｖ／ＦＳ

２．センサー ：

＜保水性試験＞

空気圧計；７００ｋＰａ

Ｊｒ ＩＮＰＵＴ入力

間隙水圧計；７００ｋＰａ

Ｊｒ ＩＮＰＵＴ入力

ﾃﾝｼｵﾒｰﾀ圧計；７００ｋＰａ

Ｊｒ ＩＮＰＵＴ入力

排水量計；電子天秤０．００１～３１０ｇ

ＰＣ ＳＩＯ入力

３．制御装置 ：マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６Ｔ－ＤＡ２（DC5V）

電動調圧装置（ＰＡＳ－ＳＫＳ） ０～２００ｋＰａ

ノートＰＣ

４．制御計測装置：マルチロガーＪｒ ＨＭ１６１６Ｔ－ＤＡ２ 及び ＰＣ（ＰＣ１６１６ＤＡｿﾌﾄ）

５．解析 ：
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システム性能及び仕様．

１．サンプル時間：

２．サンプル数 ：

３．センサー表示：

４．試験項目 ：

５．センサー初期値：

６．センサー監視： 試験中センサーが設定された定格値に達すると、試験中止して

システム損傷を未然に防止する事が出来る

対象センサーは、すべて又は任意に設定出来る

７．センサー校正： 各センサーは、試験中以外であれば何時でも基準センサー若しくは治具を用いて

ユーザー自ら校正を行うことが出来、係数を算出して入力出来る

８．測定精度 ： 使用センサーにより以下のように制限される

９．試験機制御 ： 空気圧

＜制御仕様＞

分解能：１６ビットＤＡ（±１／３２７６８）

速度：ステップモーター 、０．００２～５０ｋＰａ／ｍｉｎ
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一定高速速度 ＞＞ 一定速度増圧

圧力保持制御 ＞＞ 一定速度減圧

圧力保持制御 ＞＞ 一定増圧速度

圧力保持制御 ＞＞ 一定減圧速度

圧力保持制御

一定速度 圧力保持制御

0.5kPa/min速度

増圧

保持

一定増圧速度制御 一定減圧速度制御

1kPa/min速度 1kPa/min速度

増圧 減圧
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モーター速度一定制御で、頂点では、２０分間の圧力保持制御です。

ＤＡ設定の制御テクニックを以下に記します。

＜モーターの場合＞

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ ：増減値と比例関係に有る。加算／減算制御が無い場合は、最大で良い。

初期値 ：一定速度及び一定速度制御の場合は、速度データを入れる。以外では、”０”設定が標準。

増減値 ：スケールに対する設定ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙでの変化分と、加算／減算制御の検出分を考慮して決める。

加算制御：減算制御：測定データのノイズを考慮した中で出来る限り小さな誤差となるように与える。

ﾓｰﾀｰ制御：”ＯＮ”は、速度０の状態で制御する様な場合に行う。

＜ＥＰ等の場合＞

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ ：増減値と比例関係に有る。加算／減算制御が無い場合は、最大で良い。

初期値 ：一定値及び一定値制御の場合は、該当値データを入れる。以外では、” ”設定が標準。

増減値 ：スケールに対する設定ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙでの変化分と、加算／減算制御の検出分を考慮して決める。

加算制御：減算制御：測定データのノイズを考慮した中で出来る限り小さな誤差となるように与える。

ﾓｰﾀｰ制御：”ＯＦＦ”で行う。

保証．

納入後１年間の、当社の責による故障は、無償修理いたします。


